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 通期業績予想及び配当予想の修正、並びに減損損失の発生に関するお知らせ 

 

 当社は本日開催の取締役会において、平成 25 年３月期決算に特別損失として固定資産(山形工場)の減損損失

の計上を決議いたしました。また、最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年５月９日に公表いたしました業績予想及び

配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 25 年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日）  

（１） 修正の内容 

 （連結）                                                         （単位：百万円） 

 
売上高     営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 24 年５月９日発表） 
4,800 247 226 197 25 円 57 銭 

今回修正予想（Ｂ） 4,560 450 469 220 28 円 42 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △240 202 242 22  

増減率(％) △5.0 82.1 107.1 11.1  
（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
4,703 434 419 414 53 円 59 銭 

 

 （個別）                                                         （単位：百万円） 

 
売上高     営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 24 年５月９日発表） 
4,800 150 130 114 14 円 81 銭 

今回修正予想（Ｂ） 4,550 362 412 200 25 円 83 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △250 211 281 85  

増減率(％) △5.2 140.9 215.4 74.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年３月期） 
4,668 323 312 320 41 円 46 銭 

 
 

 



 

 

（２） 修正の理由（連結・個別） 

当社は半導体製造プロセスの前工程で使われる消耗品の製造・販売を行っております。 
当期の業績につきましては、世界経済の減速懸念から、１月から３月にかけての売上高は損益分岐点を下回る

ものと想定しておりましたが、１、２月の売上実績を踏まえ、見直しを行いましたところ、３月までの年度内につきまし
ては、ある程度の売上が見込める状況となりました。そのため、通期売上高は当初予想を下回りますが、営業利益、
経常利益につきましては、第３四半期までの蓄積が奏功し、予想を上回る見込みとなりました。また、当期純利益に
つきましても、下記のとおり固定資産の減損損失を特別損失に計上しますが、当初予想を上回る見込みであります。 

 
（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。                  

 

２．配当予想の修正 

（１） 修正の内容 

 
１株当たり配当金（円） 

基準日 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成 24 年５月９日発表） 
― 0.00 ― 5.00 5.00 

今回修正予想 ― 0.00 ― 7.00 7.00 

当期実績 ― 0.00 ― 
  

前期実績（平成 24年３月期）実績 ― 0.00 ― 7.00 7.00 

 

（２） 修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する安定的な利益還元を経営の重要課題として認識しております。また、急速な技術
革新に対応した設備投資、競争力の維持・強化を図るための財務体質の強化に努めるとともに、長期的な視野に立
った配当水準の向上に取り組む方針であります。 

当期は、上記業績予想の修正のとおり、通期業績見通しが当初の予想を上回る見込みとなったこと、また、前年
度と比較しても遜色のない業績となる見込みから、株主の皆様への利益還元のため、期末配当を当初予想に対して
２円増配の１株当たり７円に修正することといたしました。 

なお、本件は平成 25 年６月 20 日開催予定の定時株主総会において付議する予定であります。 
 

３．減損損失の計上について 

山形工場(山形市大字志戸田)は、昭和 53 年に半導体製造装置用石英ガラス製品分野への進出を契機に取得し、

以来、平成 10 年に蔵王工場(山形市蔵王松ヶ丘)を新設するまでの間、生産の拠点となっておりました。さらに、平成

13 年には蔵王南工場(山形市蔵王松ヶ丘)を新設し、それ以降は蔵王工場を含めた２工場に生産を集約し、山形工

場は原材料の保管と切出しを行う拠点として活用してまいりましたが、本日の取締役会において売却方針の決定を

行いました。 

その結果、山形工場は将来の使用が見込まれなくなりましたので、固定資産のグルーピング区分を変更し、独立

してグルーピングを行うことにいたしました。このグルーピング区分の変更を踏まえ、固定資産の帳簿価額について

「固定資産の減損に係る会計基準」に従って、時価との差額を減損損失として認識し、特別損失に計上(140 百万円

程度)する予定であります。 

なお、回収可能価額は正味売却価額を使用し、不動産の簡易鑑定に基づいております。 

 

以  上 


